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別記様式 

議事録 

会議の名称 令和７年度第３回岩倉市総合計画審議会（第２部会） 

開催日時 令和７年８月５日（火） 

午前９時から 11時 25 分まで 

開催場所 第１委員会室 

出席者 (欠席委

員・説明者) 

出席委員：小松委員（職務代理、第２部会長）、横井委員、山田委

員、古田委員、小笠原委員、朝比奈委員 

欠席委員：船橋委員 

事 務 局：井手上企画財政課長、早川企画財政課主任、岡西（地域

問題研究所） 

会議の議題 第５次岩倉市総合計画中間見直し（案）について 

議事録の作成方法 ■要点筆記 □全文記録 □その他 

記載内容の確認方

法 

■会議の長の確認を得ている □出席した委員全員の確認を得ている 

□その他（ ） 

会議に提出された

資料の名称 

【資料１】第５次岩倉市総合計画中間見直し（案）（基本計画各

論）概要版 

【資料２】第５次岩倉市総合計画中間見直し（案）（基本計画各

論） 

【資料３】第５次岩倉市総合計画基本施策実績評価シート（令和３

～６年度実施施策）  

【資料４】第５次岩倉市総合計画 成果指標一覧 

公開・非公開の別 ■公開 □非公開 

傍聴者数 ０人 

その他の事項 － 

 

 

審議内容（発言者、発言内容、審議経過、結論等） 

部 会 長：第２部会では本日は第４章、基本施策の 22 から 27 までを議論していきます。 

事 務 局：まず、前回いただいたご質問について回答させていただきます。 

１つ目は、市内の耕作放棄地はどれぐらいあるのか、またどのような指導を

行っているのかといったご質問です。現在は「耕作放棄地」ではなく「遊休農

地」という言い方をしています。令和 6 年度末時点での遊休農地については
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2.9 ヘクタールで市内の農地全体の約 1.2 パーセントにあたります。指導につ

いては農業委員会で見回りを行い、遊休農地と思われる土地を発見した場合

は、農地台帳で土地所有者を特定して、農業委員会事務局から手紙で指導をし

ているとのことでした。何年も改善されない場合や周囲から苦情が出る場合

は、電話にて口頭指導や場合によっては直接訪問して指導する場合もあると聞

いております。 

２つ目の質問として、ソメイヨシノの植え替え品種として、なぜジンダイアケ

ボノが選ばれたのかというものですが、ソメイヨシノはてんぐ巣病に弱いとい

う性質があるためです。カビの一種が原因の植物の病気で、枝が異常に密集し

て、花が咲かなくなったり葉が小さくなったり、枝が枯れたり、全体に広がる

と樹木が枯れてしまうというもので、ジンダイアケボノについてはてんぐ巣病

に強いという点が一点。また、ソメイヨシノより一回り小さいため、堤防道路

への影響が小さいこと。さらに日本花の会がソメイヨシノの後継木として推奨

している点から選定したものです。 

以上が前回の質問の回答となります。 

部 会 長：遊休農地の質問で、指導を行っても担い手がいなくて改善されない場合はどう

されるのでしょうか。 

事 務 局：農地バンクなども行っていますが、なかなかマッチングに繋がらないため、そ

のままその対応が続いていく状況です。開発などがあれば土地を貸したりする

ということもあるかとは思いますが、一旦止められた方が復活するというのは

現実的には厳しいかと思います。 

委  員：農業委員会が管理されてるとのことですが行政は管理していないのですか。 

事 務 局：農業委員会の事務局がありその職員が手紙を送ったり、訪問し指導したりして

いるとのことでした。 

委  員：私のところも農家で、手入れをしないと側溝や水の流れるところに草などが生

えてしまい、年に何回か自分たちでタニシをとったり、泥などをあげたり、自

主的にやっていました。相続などで自分の田んぼがどこにあるのかわからない

ということも結構あり、家族が組合長の時に全部調べて、掃除してくださいと

いう案内を出したら「シルバー人材センターに頼みます」といったような回答

でした。市や農協がやってくれるのではなく、自分たちのことは自分たちで

守っていくという意識が育つと、農地が放置されることも減っていくと思いま

す。 

事 務 局：ありがとうございます。 

それでは、この後の進行は部会長にお願いいたします。 

 

基本施策 22：緑と公園 

委  員：市民や企業などと維持管理を、と書いてありますが、今もその流れで管理して

いるのでしょうか。 

事 務 局：アダプト・プログラムで市民の方に管理していただいたり、区で管理していた

だいたりしている公園もあります。また、まだ構想段階ですが、公園に企業の

名称などをつけるネーミングライツで、ネーミングライツ料をいただく代わり
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に、企業に清掃活動等をやっていただく、役務提供型ネーミングライツの導入

について、今後検討していければと考えております。 

委  員：実際ネーミングライツは総合体育文化センターだけで、あまりうまくいってい

ないと思います。マルチパートナーシップはよいのですが、行政としては任せ

きりになるのではなく、現実的な部分も含めてしっかりと管理はして欲しいと

思います。現在、公園はいくつあるのでしょうか。 

事 務 局：正確な数字はすぐご回答できませんが都市公園は20か所ほどあると思います。

ご指摘のとおり、任せきりになるのではなく、大きな部分は市が管理し、地域

の力も借りながら、場面、場面で協力し合いながらともに管理していくことで

地域に愛着をもって関わってもらうことも必要ではないかということで記載さ

せていただきました。 

委  員：石仏公園の整備は終わりましたか。 

事 務 局：工事は昨年度から着手しており、今年度いっぱいで完成する予定でしたが、国

の補助金が想定より少なかったため、現在は令和９年度以降の完成を目指して

おります。 

委  員：公園というのは市の所有でしょうか。北島にあるものも公園ですか 

事 務 局：多くの都市公園は市の所有ですが、北島に設置されているものは児童遊園で土

地は借地になります。 

委  員：石仏公園の整備が始まってどれぐらい経ちますか。 

事 務 局：事業としては平成 27 年度から始まっていますので、事業開始から 10 年が経過

しています。 

委  員：当時、天神公園も地域の役員などを入れてどういう形にしようかと話し合いま

した。有償ボランティアのような形で始めて、１週間に４人ずつ交代で見て

いって、１年に１回ぐらい維持管理課の方も来ていただいたりしていました。

発足時は意気込んでやるのですが、結局、その後は後継者がなく、たまに近く

を通ると草が生い茂ってしまっていて、あの頃はあんなにやっていたのにと感

じました。やりましょうという意気込みは大事ですが、続けていくことがとて

も難しいなと思いました。また、石仏公園も完成したら見に行きます。 

委  員：児童遊園と公園の違いは何かありますか。 

事 務 局：児童遊園は、児童福祉法に基づく児童厚生施設の一つです。管理については、

これまで児童遊園はこども家庭課で管理しておりましたが、令和６年度からは

維持管理課で管理を統一しました。児童遊園は今まで草が生えているところも

多かったように思いますが、現在は会計年度任用職員の人数も増やして、適切

に維持管理を進めております。 

委  員：児童遊園の土地は借りていて、公園は市の土地ではなかったですか。北島のと

ころも地主さんが売られて今は住宅が何十軒か建っています。 

事 務 局：児童遊園については、北島のように借地で整備してところもありますが、都市

公園については基本的には都市計画決定をして、用地を買収し、整備していく

こととしています。 

委  員：児童遊園は、地主さんが売却したいという意向があったら返すという感じに

なってしまうんです。 
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委  員：その代わり 20 年とか 30 年とか契約はあるってことですね。今度の北島のとこ

ろも同様ということでしょうか。 

事 務 局：東側に整備した新しい児童遊園も同様です。 

部 会 長：ありがとうございます。「生物多様性を視野に入れた植栽の検討」とあります

が具体的にはどういうことでしょうか。 

事 務 局：環境政策課の担当者としては在来種を植えたいが、管理という部分では難しい

というところで、今後は必ずしも在来種ではないが、在来種を視野に入れて検

討していくという少し広げた意味合いで生物多様性を視野に入れたという表現

をさせていただいています。 

部 会 長：中には食べることができる、実がなるものなどもありますが、そういったもの

は鳥が集まってきて周りを汚すなど違う問題が出てきてしまうので、生物多様

性って難しいと思うところですが、こういう言葉をいれると具体的なアクショ

ンを求められるのではないかと少し気になりました。 

委  員：確かに生物多様性って何を指しているのと思われるかもしれません。 

委  員：在来種を入れるのは、どこかモデル地域をつくってやってみるというのはどう

でしょう。 

事 務 局：全体ではなく、まずは試行的に実施してみるということですね。 

部 会 長：その他にいかがでしょうか。 

委  員：公園の大きな木の邪魔な部分を切ってもいいかと相談したのですが、付近の住

民が言わない限りはダメですと言われました。例えば電線にかかってしまいそ

うな木があったときでもダメなんでしょうか。 

事 務 局：それはないと思います。維持管理課で必要に応じて剪定しています。 

 

基本施策 23：総合的な環境政策の推進 

部 会 長：CO2 の排出量が下がっている要因はなんでしょうか。 

事 務 局：特定はしていませんが、例えば自動車に関してはエコカーに対する補助金を出

していたり、エネファームのような家庭の設備のものにも補助金を出したりし

ています。公共施設を建てる際にも LED 照明など器具、設備の見直しで総合的

に減っているのではないかと思います。 

部 会 長：要因分析ができていないと、何をしたらいいのかがわからないのではないかと

思いました。 

委  員：同じく市民からすると何をしたらいいかわからない、明確な提案をいただきた

いです。 

事 務 局：確かにご指摘のように例示みたいなものがあるとわかりやすいですね。 

部 会 長：岩倉市固有のものではなく社会一般の事例でいいと思います。内容をここに書

くべきかわかりませんが、車や家電などの技術的なものと、もう少し生活習慣

的なものもあると思うので、そういったところを考えていかなくてはいけない

ですし、これは今後重要なテーマになるので分析していければと思います。 

委  員：去年、家電製品を買い替えるために補助金を出されていたと思いますが、そう

いった取り組みも活動のひとつになっていたのかと思います。 
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事 務 局：そうですね、補助金についてはその時々に応じて、意識を高めていただくとい

う意味合いでやっていく必要があると思っております。 

委  員：緑のカーテンなども、どれぐらい効果があるかわからないけど自分の気持ちと

してやっています。 

部 会 長：建築的な面でも、遮光遮熱や断熱性もあるので確実に効果はあります。 

委  員：「ゼロカーボンシティの表明」とあるが、表明だけでは弱いのではないでしょ

うか。計画的に段階的なことも表示してもらうのがよいのではないでしょう

か。 

事 務 局：2050 年までにゼロにではなく、この段階でこういった取り組みをするという計

画を分かりやすく出していくことも必要だと考えております。 

委  員：非常に難しいと思いますが、表明した以上は何らかの形で分かりやすく伝えて

ほしいです。実行していくのは市民なので。例えば教育現場などで、子どもた

ちに意識を持ってもらうようなことはやられているのでしょうか。 

事 務 局：小中学校に出前講座のようなものをやっているかまでは承知していないです。 

委  員：子どもたちが関心を持つことで親御さんにも伝わるので、そういった取り組み

を何年までにやるというような計画が必要なのかと思いました。 

事 務 局：年に１回、友好交流都市である福井県の大野市へ、親子で行く環境学習のツ

アーなども行っているので、こういったものも、もう少し目に見えるような形

にしていければと思います。 

委  員：ゼロカーボンシティと背中にロゴを入れた服を着た方がいたが、どういった方

が着ているのでしょうか。 

事 務 局：職員が着用していることが多いとは思いますが、市役所１階の観光情報ステー

ションで販売をしているため、職員以外でも購入して着用することはできま

す。涼しい素材なので着用している職員は多いかと思います。 

委  員：こういうウェアがあるので啓発の一助になるのだなと思いました。一方で、た

またま私が見た方がゼロカーボンの意識と違うのではないかというような現場

を見てしまったので、なかなか啓発方法も難しいなと思いました。 

事 務 局：啓発だけではなく行動も伴っていかないといけないと思いますので、共有させ

ていただきます。 

委  員：自分たち一人一人が自覚していかないといけないんだろうなと思います。 

 

基本施策 24：廃棄物・リサイクル 

部 会 長：不法投棄のことが書かれているが、かなり問題になっているのでしょうか。 

事 務 局：個人的には減っていると感じるが、収集日ではない日にごみを出されるという

のは引き続き多いのではないかと思います。 

委  員：４月からごみ出しのルールが変わって、最初は戸惑いもあったけど、燃やすご

みとプラスチック資源を分けたのはよかったと思います。あと、「リサイクル

に取り組んでいる市民の割合」というのがあるのですが、なにか団体がありま

すか。 
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事 務 局：こちらについてはそういった意識をしていますかというアンケートに対して、

リサイクルに取り組んでいると答えた方の割合ですので、取り組んでいる団体

ということではないです。 

委  員：以前はコンポストを出して参加している団体があったので今もそういう団体が

あるのかと思って質問をさせていただきました。 

事 務 局：ありがとうございます。団体に対しての補助ではありませんが、今年はダン

ボールコンポストというものもやらせていただき、現物支給をし、少しずつ意

識を高めていただけるような取り組みも行っております。 

委  員：３Ｒとあるのですが、不要なものを買わないリフューズを入れた４Ｒでもいい

のではないでしょうか。なぜ３Ｒなのでしょうか。 

事 務 局：不要なものを断るリフューズは、リユースの中に含まれるという考え方です。

そのため、３Ｒを使っておりますが、一方でリフューズを強調したい場合は４

Ｒという使い方もします。今、議論の中では３Ｒの考え方で落ち着いているの

ですが、一度ご意見は持ち帰らせていただき、議論させていただきたいと思い

ます。 

部 会 長：岩倉市のごみ焼却は単独ではやっていなかったと思いますが、どの単位でやっ

ていますか。また、処理能力は現状どうでしょうか。 

事 務 局：小牧市と一緒に処理をしています。小牧岩倉衛生組合があり小牧市に処理場が

ありますのでそちらで処理をしております。処理能力でいうとまだまだ余裕は

あり、プラスチックは別で集めて違うところに持っていくので減りつつあると

いう状況です。コロナの時には一時増えたというようには聞いております。 

委  員：スラッグのようにして、処分するものが出ないからいいということですよね。 

事 務 局：そうですね。スラッグにして、それを例えば側溝のようなコンクリート製品に

混ぜて使用しているというのもあります。 

部 会 長：ごみ排出量が減っているので 2030 年の目標値がかなり下がったと思うのです

が、どういう計算で算出されたのでしょうか。 

事 務 局：算出根拠を把握していないため、次回までに根拠を調べておきます。 

部 会 長：19 年度から 24 年度まで大体１割減っていて、24 年度から 30 年度とこれは目

標ですがこれも１割ほど減っています。19 年度と比べると 10 年で２割減って

います。 

委  員：排出量はごみ収集車に積んで、運ぶと思うのですが、その時に重量を計るので

しょうか。 

事 務 局：小牧岩倉衛生組合に持ち込み、炉の中に入れる前に計量をしますので、その時

の重さになります。それで按分して負担金を衛生組合に払うということになり

ます。ごみの量だけではなく、人口割合や均等割もありますがごみの量が増え

れば支払う額も増えます。 

委  員：プラごみは軽いから、そこまで重量がかわるんでしょうか。 

事 務 局：どちらかというと環境の意識になります。 

委  員：岩倉市は結構厳しいほうですか。 

事 務 局：岩倉は厳しいというよりは、みなさんしっかりやっていただいているというよ

うに思います。昔は桜まつりなどで分別収集のところに立っていると「分けな
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ければいけないのか」と言われる方は結構いらっしゃいましたので、分別しな

くてもいい自治体はあったのだろうと思います。処理能力などの違いかもしれ

ません。 

 

基本施策 25：防災・浸水対策  

委  員：「ほっと情報メール」はすごく便利なので、こういった会議の場なども活用し

てもっと広めて欲しいと思います。 

部 会 長：情報配信の頻度やタイミングなどを教えてください。 

事 務 局：こちらはイベント情報なども発信しており、ほぼ毎日何かしらの発信はされて

います。防災情報だけや、子育て情報だけといったセグメント配信もできるの

で通知がたくさんくるのが嫌な方はそういった設定もしていただけます。地震

などは震度１、２などもほっと情報メールで届きます。 

委  員：自分に必要なものだけ設定しておけるのは便利ですね。 

委  員：防災無線はどのような使用状況でしょうか。風などの影響もあるかもしれない

が、室内だと聞こえにくいため、もう少し上手い活用を考えていただきたいで

す。 

委  員：話す人の言葉にもよりますね。 

事 務 局：防災の場合は機械の音声で流していることもありますが、選挙などであれば直

接人が話したものを録音して流しています。機械音と比べると比較的聞こえる

といった声も聞いておりますので、もう少し工夫の仕方で有効に活用はできる

と考えております。 

委  員：子どもたちが下校するので見守ってくださいなどの案内も良いのではないで

しょうか。 

部 会 長：避難所の設置や運営についてはどこかに記載がありますか。岩倉市だと地震と

浸水ですかね。酷暑なのに学校の体育館に空調が入っていないなど避難した先

の環境整備に関する記載など。避難所の環境が悪いと避難することを躊躇する

ことも考えられるので、避難所の話はどこかで触れられていればと思います。 

事 務 局：今、市内の小中学校や中学校の武道場には順次空調を設置しているので整備は

着々と進んでいます。また、新しくできた北小学校の体育館は見た目がフロー

リングですが、実は弾性のシート貼りとなっており、冬場は多少暖かくなって

いるのでその辺りも災害を考慮して設計しております。まだまだ一部ですが今

後改修をしていく場合はその辺りも意識していくようにしていきます。 

部 会 長：もちろん体育館が避難先として本当にいいのかという話もありますね。自分た

ちを守るシェルターとしてもう少しいい場所があるといいのかもしれないで

す。 

委  員：防災訓練ですが学校区ができてから、各地域何人という人数も決まるので参加

する人数も限られてしまう。例えば、間仕切りやダンボールベッドなどのやり

方を代表者が学んでも各町内で共有するところまでができていないと意味がな

いと思います。学校区でやって、それぞれの町内でやらないと、参加していな

い人は意識が下がっているように思います。惰性でやっていくのではなく町内

単位まで広げられるような見直しが必要なのではないかと思います。 
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部 会 長：今、受援力というのも重要で、誰かの助けをちゃんと受けられる力、ある時に

はどのように助けを得るかというもので、避難所での生活では様々な問題が起

きるので、受援力は重要だと思います。また、ダンボールベッドも一度に整備

はできないが、きちんと整備されていくのは非常に重要なことだと思います。

もう一点「業務継続計画（BCP）」の記載がありますが、これは市役所の BCP

ということでよかったでしょうか。 

事 務 局：そうです。年１回訓練をしているのでそのことを記載しております。 

部 会 長：市役所が早く立ち上がらないといけないのは確かですが、他の公共施設、学校

や医療施設などでも BCP は必要なのではないかと思います。東日本大震災でも

市民から早く再開して欲しいと要望があったのが図書館でした。落ち着いた時

間を早く取り戻したいということだと思いますが、例えば、避難所と学校の活

動を両方両立させる等、難しいとは思いますが、過去の経験からもそのあたり

は要望として出てくるということを想定しておけるとよいかと思います。 

 

基本施策 26：消防・救急  

委  員：救急救命講座が毎回土曜日なので、できれば年に１、２回でもいいので他の曜

日の選択肢があると参加する方も増えるのではないかと思います。 

事 務 局：参加できる方が多いと考え設定しているとは思いますが、ご意見お伝えしてお

きます。 

部 会 長：岩倉市には消防団はいくつありますか。 

事 務 局：４つの消防団があります。 

部 会 長：消防団が出動するような火災は、年間いくつぐらいありますか。 

事 務 局：年間で市全体の火災は一桁ぐらいかと思います。少ないですが火災が起きた場

合、消防団は基本現地へ行きます。職員でも消防団員は結構いて、業務中でも

連絡が入れば現場に向かうことになっています。 

委  員：予防査察実施件数とは、どういったところが対象でしょうか。 

事 務 局：例えば事業所や店舗、場合によっては共同住宅なども査察に行きます。対象を

増やしたことで、件数は増えています。新しいところも古いところも年に１回

のサイクルだったと思いますが、定期的に確認にまわっていると聞いておりま

す。対応は消防署員が行っています。 

委  員：防火水槽簡易耐震化施工数とはどういったことでしょうか。 

事 務 局：従来のコンクリート製の防火水槽が地震などで壊れても、水が外に溢れないよ

うに、防火水槽の中に防水シートを貼るという工事です。こちらについては、

防水シートとコンクリートの躯体の間に水が染み込んでしまったということが

あり原因究明に時間がかかって、最初の想定より進まなかったというところで

す。 

委  員：消防団と機能別消防団の違いを教えて欲しいです。 

事 務 局：消防団に関しては現地に行って消火活動などを行う団員のことですが、機能別

消防団は特定の活動に特化したもので、例えば広報活動で関わるといった形で

実際の消火活動の現場には行かない団員になります。機能別消防団については

報酬を１ヶ月単位で出して活動していただいております。 
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部 会 長：消防団員の数は減っていますか。 

事 務 局：定員が 100 名と決められています。１年前のデータでは消防団員は 86 名、機

能別消防団員は 12 名で、合わせても 100 名には足りていない状況です。 

部 会 長：年数回の火災について、原因はわかりますか。 

事 務 局：今年度起きたところは料理中の出火と聞いております。一時期に比べて放火な

どは減っているように感じます。 

部 会 長：「消防・救急体制に満足している市民の割合」について、どんなところで確認

されているのでしょうか。 

事 務 局：身近に感じることは少ないかと思うのですが、満足か不満足かと言えば満足か

なということで回答していただいているのかと思います。救急車なども呼べば

すぐに来てくれるという信用、信頼をいただいているのかと思います。 

委  員：救急車をタクシー代わりに呼ばないでということもあったのですが、一時期、

有料化になるという話も聞いたのですが、そういった予定はありますか。 

事 務 局：近々でそういった話は聞いていないです。 

委  員：一人暮らしだと、何かあった時に救急車を呼ぶのには勇気がいるという話があ

りました。有料化すると呼びづらくなってしまうのでよかったです。 

委  員：救急体制について岩倉市はすごいと思っています。周辺地域と連携も取れてい

るので、たらい回しにされることもないのでありがたいです。 

部 会 長：少し脱線しますが、今後は広域での連携をして、効率よく行政経営をすること

が大事だと思います。一宮市や小牧市、北名古屋市などと連携して、公共サー

ビスや図書館や病院など持ちつ持たれつで運営していく、そういう点では消防

団なども同じように感じるところです。 

 

基本施策 27：防犯・交通安全 

委  員：子ども・成人・高齢者での事故の割合はわかりますか。 

事 務 局：年齢別の割合は手元に資料がないので後日回答させていただきます。 

委  員：防犯カメラは、通学路は多いかと思いますが、ほかにも設置できているので

しょうか。 

事 務 局：現在、通学路を中心に設置していますが、岩倉駅のロータリーなどにも設置し

てあります。先日駅前で事件もあったので通学路以外にも必要なところには設

置を進めていけるよう拡大の話は出ております。 

委  員：南は防犯灯も少ない場所があるが、担当は市でしょうか、区でしょうか。 

事 務 局：区から要望をいただき現地確認して設置するという流れになります。 

委  員：区の要望を待たずに岩倉市が主で設置することはできないのでしょうか。 

事 務 局：やはり地元の方が一番、現地のことを知っているというのが大きいと思います

ので、そのような声をいただくとありがたいです。 

委  員：交差点での人身事故の件数が 28 件とありますが、特に危険な交差点や事故が

頻繁に起こるところはありますか。 

事 務 局：個人的な感覚ですが、総合体育文化センターの北東の交差点なども事故が多い

ように感じます。また、バス通りの一本北側の西市の公会堂の前の道路も、以

前、国のビッグデータを見せていただいた時に、急ブレーキ等の車の挙動が多
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い道路と伺いましたので、事故までは起こっていないかもしれないですが、危

険性のある場所ではないかと思います。 

委  員：車同士ではなく車と自転車が多いのでしょうか。 

事 務 局：車同士より自転車と自転車との事故が多いと聞いております。 

委  員：来年 4 月から自転車のルールが厳しくなるというふうに聞きましたが、交通事

故と書いてあるだけです。自転車の事故が多いのであれば交通安全教室といっ

たものを明記していってもいいのかと思いました。 

事 務 局：昨年度、自転車活用推進計画というものを策定しました。その中で道路の整備

だけでなく交通安全対策も計画の１つにしてありますので、整備だけでなく、

安全対策には力を入れて進めていきます。 

委  員：来年から自転車も厳しく取り締まりされ車と同じような扱いになっていくと思

うので、ルールを共有していくことも大事だと思います。 

事 務 局：その辺りも意識して進めていきます。 

委  員：線路での事故についてですが、犬山線は人身事故が多いと思います。踏切など

線路に簡単に入れてしまうので、子どもたちや自殺を考えるような方に対し、

例えば警報器のようなものが鳴るなど抑止力になるような方策があれば検討い

ただけると嬉しいです。 

事 務 局：線路への侵入を防止するような観点では、今まであまり意識は高くなかったよ

うに思います。簡単に乗り越えられてしまうものもあると思うので、その辺り

は検討させていただきます。 

委  員：ネットで調べただけですが、去年だけで 15、6 件あったのでご検討いただけれ

ばと思います。 

部 会 長：交通安全については比較的犯罪にあわない、交通事故にあわないという意識で

すが、逆に加害者側にならないという意識も大事だと思います。例えば、高齢

者の免許返納など。私の親もそうですが、小さな事故や不安を経験して、もう

やめた方がいいと思うようになったそうで、うまく声がかけられるような段階

的な仕組みができるといいのかと思います。そのためには車がなくても生活で

きるような方策も必要です。それから消費者トラブルや特殊詐欺事件などの記

載もありますが、知らないうちに特殊詐欺などに巻き込まれてしまう場合もあ

るので、特に若い子だと思いますが、防ぐだけではだめで、事故を起こさない

ようにするための対策も大事なのではないかと思います。 

事 務 局：免許返納した人にはふれあいタクシーのチケットをお渡ししたりしています

が、ずっと続くものでもないので、そういった対策が必要なのは十分認識して

おり、公共交通の充実を図る必要があることは意識しています。また、特殊詐

欺については、子どもを加害者にしないために具体的にどうしたらいいかとい

う方法は持ち合わせていませんが、加害者にならないためにどうしていくかと

いう視点は貴重な意見として取り入れていきたいと思います。 

部 会 長：昔は、夜パトロールなどで出歩いている若者たちに声をかけていくということ

をやっていましたが、今はネットなど目に見えないところで大人が手を差し伸

べられない状況で、気がついたら巻き込まれていて、そのまま海外に連れて行
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かれることもあるので、この項目に当てはまることではないかもしれません

が、確認させていただきました。 

委  員：「特殊詐欺対策電話機等購入費への補助」とありますが期限は決まっているの

でしょうか。 

事 務 局：補助金は、本来期限を決めて行うものですが、今のところは期限を決めず進め

ております。 

部 会 長：ありがとうございました。 

本日議論していただく６項目は以上です。全体を通して何かありましたらご意

見ください。 

 

部 会 長：環境対策のところで、環境対策か防災かはわかりませんが、ここ数年夏がとて

も暑く、これから国レベル、地方自治体レベルで対策をしていかなくてはいけ

ないと思います。空調環境、断熱化、外を歩けなくなる問題、街路樹があれば

影ができたりするが落ち葉の問題などもでてきます。外出できないと独居の方

などは食事の心配もあります。先日、北海道で 40 度超えという事を聞きまし

たが、北海道は住宅に冷房がほとんどないため、公共施設を涼みに来てくださ

いと解放していたという話も聞きました。酷暑対策は様々な問題に繋がってい

くので、酷暑でも生活や仕事の質を落とさないための取り組みは必要です。 

委  員：施策 25 の防災・浸水対策で、「民間事業所等との連携・協力体制の充実」が

あるのですが、今、市内の民間の電気、水道、土木などのライフラインに関わ

る事業所が減ってきております。最低賃金が上がって中小企業は厳しくなりま

す。災害が起こった時は、地元の事業者が大事になるのでライフラインに携わ

る地元の民間業者とうまく連携をしていって欲しいです。 

事 務 局：ありがとうございます。ご指摘のとおり、災害があった時に助けてもらえるの

はやはり地元の事業者であるため、末長く活動いただけるように意識させてい

ただいております。 

委  員：子どもの話になるのですが、普段、行政のお仕事はなかなか知る機会がなかっ

たりするので、今後を担う子どもたちへ、どんなことをやっているかもう少し

伝わるといいのかと思っています。今は視覚的に情報をとっていくので、すで

に取り組まれているかとは思うのですが、動画や SNS で先ほどの消防団の活動

や、行政の活動を発信すると少しでも心に残るのではないかと思いました。 

事 務 局：ありがとうございます。若者はあまり市のホームページなどは見ないと思いま

す。インスタグラムなどの SNS や YouTube などが有効だろうという話は出てい

るのですが、なかなか対応ができていないので努力していきたいと思います。

一部消防ではそのような動画も出しているという話も聞いております。 

部 会 長：ほかに何か言い残したことはありますか。ここまで議論いただいた内容をもと

に修正を進めさせていただき、次回までに事務局と部会長２名で調整させてい

ただきますのでご一任いただければと思います。 

事 務 局：次回は９月 30 日火曜日、午後３時から、場所は第２・３委員会室にて開催し

ます。内容については、土地利用方針とまちづくり戦略についてご審議いただ
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く予定です。また、資料については事前にお送りさせていただきますのでよろ

しくお願いいたします。 

 

 

 


